
【お断わり】(絢 爛 合研究所の反発都政時想定シ ミュ レ
ー シ ョ ンシ ステ ム 白面諒一一首Ⅰ¶正す野7 鱒宇や蒔 珊 枯巣奪す｡

この 園の著作権は(靂勅】静 聴 合研究所が有して おり､ 許可なく 槻 ･ 配布 ･ 輔 できませ ん
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2 0 1 6 年5云2 9 日( 日)
1 -2 :8 0 γ_一1 -6 :3 0 ( 開場 1 2 :0 0)
仙台国際センタ ー ･ 大ホ ー ル
(仙台市営地下鉄東西線 国際センタ ー 駅下車 徒歩3 分)

2 0 11 年3 月､ 東電福島第
一

原発事故により､ 多くの佳

良が着の身著のままで避難を余儀なくされました｡ 原

発で何が起こって いるのか分からない 恐怖と混乱の申､

救ぃ ヽ渋滞の列が延々と続いたの でした｡

もし女川原発で重大事故が起こったら､ 私たちは安
全に逃書ヂられるでしょうか? 県民の被曝を防ぐことは出

来るの で u うか?

私たちは､ まず福島の体験を知ることを通して､ この
問題を考えなければなりません｡ そして自治体に発走

が課せられている｢ 原発避難計画｣ の実効性を検証し.
なければなりません ｡

女川原発がそこにある限り､ 原発に賛成であろうが反
対であろうが､ すべて の宮城県民が当事者となる問題
です｡ 県議会議員､ 自治体関係者､ そして県民が

一 堂

に会して ､ 共に考えましょう｡

■基調講演1

｢ 福島原発事故 そのとき浪江町民は｣
馬場有氏(福島県浪江町長)

■基調講演2

｢ 原発避難計画の実効性を問う｣
上岡直見氏(環境経済研究所代表)

■ パネルディスカッション

パネリスト: 福島県 ･ 宮城県の市町村の防災

担当者の方々など

主催: 脱原発をめざす宮城県議の会
市民による女川原発の安全性を問うシ ンポジウム実行委貞会

連絡先: 電話 & F A X O 2 2 - 3 7 3 - 7 0 0 0 (篠原) h a g O 7 3 1 4 @ n ift y . n e .j p( 舘脇)
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シ ンポジウム p af寛恕言警: 帝 七三
起き 馳

廉売
: 2 01£年5 月29 日 ( 日) 12 : 3 0 "

､
1 6 : 3 0 ( 開場12 : 0 0)

l ､

ニユ･･
＼

会鴇十坤台国鱒セーン多士-て本ホ
ー ル (地下鉄東西線国際センタ

.｢
駅下車 徒 如 分)

r~'■■■■■■㌔町

○プログラム
12 : 0 0 開場

12 : 3 0 開会

講演1 馬場有氏( 福島県浪江町長)

13 : 4 0 講演2 上 岡直見氏( 環境経済研究所代表)

14 : 4 5 パネルディスカッション

女川原発からの放射能拡散シミュ レ ー ション

福島県 ･ 宮城県の市町村の防災担当者から

の報告など

16 : 3 0 閉会

○講演者プロフィ ー ル

馬場 有(ばば たもつ) 氏

浪江町議 ､ 町議会議長 ､ 福島県議を経て､ 199 7 年1 2

月より浪江町長｡ ｢協働のまちづくり｣ の理念の下､ 町民

が主体的に参画するまちづくりを進めている矢先に､ 束

日本犬震災が発生 ｡ 直後から対策本部を設置し､ 次々

と事務所の移動を強いられる申､
一

貫して事務ス ペ ー

ス で職員と寝食をともにし､ 捜索や避難の対応にあた

る｡ 現在もなお続く避難指示の 中､ 避難生活支援やふ

るさと再生 のため陣頭指揮にあたっ ている｡

上 岡 直見(かみおか なおみ) 氏

環境経済研究所代表｡ 技術士(化学部門) ｡ 1 97 7 年早

稲田大学大学院修士課程修了｡ 1 9 77 年 " 2 00 0 年化

学プラントの設計 ･ 安全性評価に従事｡ ブラジルサミッ

トのころより環境と交通の問わりにつ い て自主的に勉強

をはじめ､ 2 0 00 年より環境経済研究所にて エ ネルギ
ー

､

大気汚染､ 都市政策などを本格的に研究して いる｡ 2 0

0 2 年より法政大学非常勤講師(環境政策) ｡ ｢ 原発事故

避難計画の検証｣ (合同出版) など著書多数｡

鵡層 同人 ･ 賛同団体大募集!

賛同金

個人 一 口1 ,0 0 0 円 団体 一

口3 ,0 0 0 円

賛同いただいた方はブログ､ 当日パンフレ ットに記載し

て細介させて いただきます｡

( 匿名希望の方はその 旨ご連絡ください)

郵便振替口座 0 2 2 1 0
-

0
- 12 0 0 5 3

口座名: 市民による女川原発シンポジウム実行委貞会

※恐れ入りますが､ 振込手数料のご負担をお願い致します｡

主催:

脱原発をめざす宮城県議の会

昨年12 月､ 宮城県議会( 定数59) の超党派の県議有志2 0

人によっ て結成された｡ ①原発依存から脱却を目指す ②

女川原発再稼働に反対する人々 ､ 慎重な対応を求める人

々と思いを同じくする … の2 点を目的とし､ 学習会や意見交

換会などを中心に活動を進める｡ このような｢脱原発｣ をう

たった会の設立は原発立地13道県議会で初めて ｡ 会長は

佐々木功悦県議(みやぎ県民の声) ｡ 副会長は菅間進県

議(無所属の会) ､ 中嶋廉県議( 日本共産党) ｡ 事務局長

は岸田清実県議( 社民党) ｡

市民による女川原発の安全性を問うシンポジウム

実行委貞会
< 構成団体>

女川から未来を考える会/ 女川原発の危険から住民の生

命と財産を守る会/ 女川原発の再稼働を許さない石巻地

域の会/ 女川原発の再稼働を許さない! みやぎアクシ ョン

/ 女川原発の廃炉を求める大崎連絡会/ 原発問題住民

運動宮城県連絡センタ ー / 子どもたちを放射能汚染から

守り､ 原発から自然エ ネルギ ー ■
【
ヽの転換をめざす女性ネッ

トワ ー クみやぎ/ ｢さようなら原発h いしのまき｣ 実行委貞会

/ 自由法曹団宮城県支部/ 生活協同組合あいコ ー プみ

やぎ/ 脱原発仙台市民会議/ 脱原発ひまわりネット/ 止

めようプルサ ー マ ル ! 止めよう核燃料サイクル! 女川原発

地元連絡会/ 東日本大震災復旧復興支援みやぎ県民セ

ンタ ー / 船形山のブナを守る会 / 放射能から子どもたちを

守る栗原ネットワ ー ク/ 宮城県護憲平和センタ ー

○会場までのアクセス
仙台市営地下鉄東西線 八木山動物公園方面

国際センタ ー 駅下車 徒歩3 分

∇

ぺ 誓
野 ≡ 竃

鰭
韻
･

∬
弼
恥

部
.

甘

ん
ざ

口

▲

メ
一

事
】

7

-
ク

ゞ

'

蔓
壬

仙
台
市
長

会
量

●

芝
呂
亀
(

套
ユ

定樗 嘲 劇 吋 ㈲

巨悪
璧ヨ

広 湘 蜘

･

弼
望

…

=
=
▼

…
･

･
･

■●_

一

_

■

_

■

■

■

一

■

■

地
下

ヰ
罵
北
柵

卜

一
ミ
一

■

■

‖■■
-

｢

.'

蜜
宅
上
杉
遡

百
官

夏
草

今

お問 い合わせ先:

T 臥 & F A X O22
-

さ73
-

70 00 (篠原)
E 一

皿 8il b 8 g O73 14 @ nifty . n e .jp(舘脇)
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プログ htt p:// dk 8 E e 加k 8i .bl o g .f ¢2 . 印 m /
F 8 ¢eb o ok

h tt p s:// w w w .f & C e b o o k . c o m / e v e n t 8/1 6 86 13 3 73 83 06 81 1/




